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-
町
の
人
口
・

男 6，006人(+34) 

女 5，789人 (+18)

計 11，795人 (+52)

世帯数 3，729戸(+11) 

9月1日現在( )内は前月比

町の鳥=ひは、1)/町の花=れんげ/町の木=乙女椿
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「避難誘導完了しました」一一九月一日は防災の目。大規模地震が東
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海地域に発生するとの想定で総合防災訓練が各地区で実施されまし疋。

メイン会場の役場でも町消防固と役場消防隊が真剣な表i情で参集訓練、

避難誘導訓練、放水・消火訓練に取り組み、 uいざH という時のだめに備

えました。

いつ起こるかわからない災害を最小限に防ぐだめ「備えあれば、憂い

なし」という気構えで、日頃から防災対策をl山掛けましよう。
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10月30日(日)
押原中学校々庭
〈午前10時，，-，)

) ~ 
-，-、.-..，..乙一一一

新車コーナー(午前10時---)

ー・・・惨

い
よ
い
よ
今
月
の
三
十
日
、
町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
第

一
回
ふ
る
さ
と
寸
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
、
が
押
原
中
学
校
々
庭
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
子
供
み
こ
し
・
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
ふ

る
さ
と
O
×
ク
イ
ズ
、
ミ
ス
い
ち
ご
娘
コ
ン
テ
ス
ト
的
:
:

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
ま
で
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
、
が

皆
さ
ん
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
/
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

町内にある自動車 -バイク ・自車古車メーカー

による新車 ・ 部自の展示販売。マニア~\見の

コーナーです。

-ふるさと昧コーナー

おでん、豚汁、いも、ジユース、甘酒など

の販売。

・青空市場

盆栽、花、菓子、雑貨などの販売

・手工芸(手作りコーナー)

・抹茶コーナー

・商工会コーナー
ふわふわマンモスガ出演。

ふるさと花火大会(午後8時45分"'9附5分)

ドーンと花火が

発。祭りのフィナ

ーレを飾る花火大

会。ほたる ・いち

ご ・花火などが登

場し、秋の夜空を

彩ります。

-n ，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

おまつり
広場

至甲府

63.10.1② 

車 両 進 入 路 一一一一予

露天商区域

車両進入禁止区域

凱刈

広報しよろわ

昭和町ふるさとな、れあい祭山

会場案内図

(車両通行禁i上の時間帯

午前9時~午後10時)

/戸 時 号線

おもちゃの広場(午前10時---)
・ ミ二Sしも登場/ みんなを乗せて走ります。

もぐらただきやトランポリン、 竹馬なども楽

しめ大声大会も開かれます。チビッコからお

年寄りまでみんなで参加してください。

・ 動物の広場(午前10時---)
ポ二ーと一緒に遊ぼう/ ポ二ーに乗って叡

歩もできるよ。

この他にもにわとり、うさぎ、うしなどの動

物ガ放し飼いにされています。見だり、 触つ

だりして、 かわいい動物達とのふれあいを0

・ 企業コーナー(午前10時---)
地域の一員である企業の紹介や製自の展示な

ど。
-・・圃圃・・圃・・E



役場一雨天の場合は町民体育館一

尾形大作と原田悠里が昭和田の皆さんのため

に山をこめて唄います。 じっくりと聴いてく

ださい。
押原

歌謡ショーの後は、お楽しみ抽選会。盛り沢

山の賞日が用意してありますので皆さんあ楽

しみに/

可匹、、-司、

句

、
血
司

、‘
 

句

、

ふれあい広場(午前10時-..)
@農業祭り

農作物の毘評会後、出国農作物の即売会が

行われます。新鮮で質の良い野菜が格安で

手に入ります。

・米祭り

ポン菓子・風船・花の種が無料配布されます0

・農協コーナー

第14回農協まつり

ふれあいフェスティJ~Jレ(午前10時-..)
・式典(午前10時---10時40分〉 ・「ミスいちこ、娘コンテストJ

打ち上げ花火と共にふれあい祭りの開幕で ふるさと仮装パレードに引き続き行われま

す。 す。初代ミスいちご娘に輝くのは詮?

・第6回子ども祭り(みこしパレード) (午 ・ふるさとoxクイズ大会(午後3時30分---5時〉

前11時~午後12時15分) 全員参加のox方式によるクイズ大会です。

子どもクラブの手作りみこしや山車がふれ ふるさとにちなんだクイズがでますので、

あい広場狭しと繰り出します。 みんなで参加して考えてください。また、

・ふるさと仮装パレード(午後T時---3時) 勝ち残り者には豪華賞白がでます。

各団体がそれぞれにテーマを決め、工夫を

こらした、ユーモ7フあふれる仮装で、ふれあ

い広場を練り歩きます。

各種戸トラクション

-菊花展

町内の菊づくり愛好者による展示。その他

各種の花や盆栽の販売。また花の無料配布

ガ行われます。

・うなぎのつかみどり

っかめそうでなかなかっかめない「うなぎ」

を制限時間内で何匹つかめるかな? うな

ぎに笑われないようにみんなで挑戦してく

ださい。

ア
ン
ト

.'-

-ジャンケンチャンピオン

ジャンケン!こ自信のあるあなた。ジャンケ

ンを勝ち抜いて昭和町初の「ジャンケンチ

ャンピオンJ に輝いてみませんか? 豪華

賞昂も用意してあります。

・地震体験車コーナー

③ 63.10.1 広報しよろわ



司一回日
ω

録
恥
部
也
、

四日
U
曾
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怠
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み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
経
済
的
な
理
由
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
:
:
:
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
現
在
の
医

療
制
度
は
「
国
民
皆
保
険
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険
に

加
入
し
て
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
国
民
健
康
保
険
「
国
保
」
で
す
。
国
保
は
加
入
者
が
ふ
だ
ん
か
ら
お
金

を
出
し
あ
っ
て
医
療
費
に
充
て
、
病
気
や
け
が
の
と
き
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
し
よ
う

と
い
う
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
切
り
は
な
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
今
年
は
こ
の
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
五

十
年
目
に
当
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
の
加
入
者

を
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
職
場
の
医

療
保
険
(
会
社
員
の
健
康
保
険
・
公
務

員
の
共
済
組
合
な
ど
)
に
加
入
し
て
い

る
人
及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

以
外
は
み
ん
な
国
保
に
加
入
し
、
被
保

険
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
時
、
そ
の

時
点
で
国
保
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

国
保
の
加
入
手
続
き
を
し
た
と
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
き
か
の
ぼ
っ
て
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
国
民

健
康
保
険
事
業
を
開
始
し
た
本
町
も
、

現
在
で
は
一
、
六
二
七
世
帯
四
、
二
四
三

人
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
国

保
五
十
年
の
聞
に
国
保
の
制
度
も
何
回

と
な
く
法
改
正
が
行
な
わ
れ
、
現
在
は
、

医
療
費
の
三

O
%自
己
負
担
、
退
職
被

保
険
者
本
人
は
二

O
%負
担
・
老
人
被

保
険
者
は
一
ヵ
月
八

O
O
円
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。

-
被
保
険
者
に
は
納
税
義
務
が

ρ
無
病
息
災
。
は
昔
の
こ
と
、
今
は
医
学

の
進
歩
と
高
齢
化
に
よ
り
、
病
気
と
同

居
し
な
が
ら
も
元
気
な
生
活
が
送
れ
る

か
一
病
息
災
。
の
よ
い
時
代
に
な
り
ま
し

た。
そ
れ
だ
け
に
医
療
費
も
高
額
化
し
、

そ
れ
を
支
え
る
国
保
の
台
所
も
た
い
へ

ん
で
す
。
相
つ
ぐ
制
度
改
正
で
国
か
ら

の
補
助
金
は
減
少
し
、
そ
の
分
を
み
な

さ
ん
か
ら
の
保
険
税
で
賄
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
町
の
六
十
二
年
度
の
国
保
で
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
療
費
は
三
億

七
千
万
円
程
で
し
た
。
そ
の
医
療
費
の

財
源
で
あ
る
国
保
税
は
生
活
保
護
世
帯

で
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
の
被
保
険
者

が
そ
の
人
の
能
力
と
条
件
に
応
じ
て
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
医
療
費
支
払
い
の
た
め
だ

け
の
目
的
税
で
す
か
ら
、
被
保
険
者
か

ら
の
納
入
が
な
い
と
医
療
費
の
支
払
い

が
出
来
ま
せ
ん
。
医
療
費
が
年
々
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
国
保
税
も
高
額
と

な
り
、
た
い
へ
ん
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
国
保
は
相
互
扶
助
で

運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
全

加
入
者
が
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
税
す

る
こ
と
が
公
平
な
負
担
と
な
る
わ
け
で

す。-
公
平
な
負
担
で
公
平
な
給
付
を

国
保
で
は
、
被
保
険
者
の
公
平
な
負

担
に
伴
い
、
次
の
よ
う
な
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
病
気
や
け
が
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
医
療
費
の
七

割

(
退
職
者
本
人
に
つ
い
て
は
八
割
)

を
国
保
で
負
担
し
ま
す
。

次
に
高
額
療
養
費
の
負
担
で
す
。
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
人
一
ヵ
月
に

一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
つ
い
て
五
万

四
千
円

(
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
三
万

広報しよろわ 63.10.1④ 

円
)
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た

分
を
払
い
戻
し
ま
す
。
こ
れ
は
診
療
月

の
二
ヵ
月
後
に
国
保
よ
り
対
象
と
な
っ

た
人
に
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

手
続
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
か
ら

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

又
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は

助
産
費
が
支
給
き
れ
ま
す
。

死
亡
し
た
と
き
は
葬
祭
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

-
病
気
予
防
で
医
療
費
の
節
約

最
近
、
ど
こ
の
健
康
保
険
で
も
医
療

費
の
節
約
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
節
約
と
は
言
っ
て
も
病
気
に
な
れ

ば
お
医
者
き
ん
で
診
療
を
受
け
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
町
で

は
病
気
予
防
と
早
期
発
見
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
ゃ
乳
幼
児
の
無

料
相
談
、
成
人
病
検
診
、
胃
ガ
ン
検
診

子
宮
ガ
ン
検
診
な
ど
、
又
、
人
間
ド
ッ

ク
も
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
国
保
制
度
五
十
周
年
の
今
年
、

ま
ず
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に
注
意
し
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
よ
う
、
す
す
ん
で
検
診
等
に
参
加
し
、

早
期
発
見
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

-
国
保
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
役
場
住

民
課
(
包
お
1
2
1
1
1
内
線
⑫
・

⑧
)
ま
で
。



町。昭。和~

七
月
九
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
の
問
、

泉
町
長
の
方
針
で
あ
る
活
力
あ
る
町
づ

く
り
の
た
め
の
巡
回
対
話
集
会
が
、
今

年
も
昨
年
に
引
き
続
き
各
十
二
地
区
の

、

公
会
堂
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ド

こ
の
巡
回
対
話
集
会
は
、
「
活
力
あ
る

}

V

町
民
総
参
加
の
明
る
い
対
話
町
政
の
実

、qノ
現
」
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
直
接
各

、

地
区
に
出
向
き
、
地
域
の
問
題
・
身
近

ろ

な
生
活
環
境
の
問
題
行
政
に
対
す
る

意
見
な
ど
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
、
こ

J
《
、

れ
か
ら
の
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た

F

J

め
実
施
き
れ
て
い
ま
す
。

れ

各
公
会
堂
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
五

で

十
人
程
が
い
ず
れ
も
出
席
。
泉
町
長
か

‘
‘

ら
六
十
三
年
度
の
施
策
・
方
針
が
最
初

ふ
れ
G

に
説
明
さ
れ
た
後
、
多
方
面
に
わ
た
っ

〆

て
数
多
く
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

，，

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
活
発
な
意
見
・

'
ヨ
ノ

ニ
要
望
・
問
題
点
が
出
き
れ
ま
し
た
。
主

4

二
な
意
見
・
要
望
と
し
て

~
=
 

¥
i
'
 

で憶柄挽ι日
円

令
市

今
}''¥ 、、つf

t
J
 

相
W

4

匂ヤ
L
Fn

H
 

-古参μ
都民町会

①
道
路
・
水
路
(
河
川
)
の
補
修
改
良
・

管
理
問
題
②
防
犯
・
交
通
対
策
③
ゴ
ミ

処
理
・
環
境
美
化
④
雑
草
等
の
除
草
⑤

市
街
化
・
調
整
区
域
の
問
題
⑥
下
水
道
・

区
画
整
理
事
業
⑦
学
校
・
教
育
問
題
⑧

公
園
・
広
場
の
要
望
⑨
公
害
問
題

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
予
定
さ
れ
た
二
時

間
を
越
え
、
熱
心
な
対
話
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
意
見
・
要
望
を

今
後
町
政
に
取
り
入
れ
、
各
地
区
の
問

題
点
に
つ
い
て
も
迅
速
に
対
応
し
て
い

く
考
え
で
す
。
ま
た
今
後
も
更
に
こ
う

し
た
機
会
を
設
け
、
手
に
手
を
取
り
合

い
血
の
か
よ
っ
た
町
政
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

.活発な意見・要望が数多く出されました(紙漉阿原で)

拶麹縄選腕蓬特務経略腐確慰夜寝縄腹案層努融債縛横議煙家E暢混雑選艶密密理経型施確極観

町公 開 研 究 集 会 開催沢同‘三動
運

第

一一
一
十
八
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

r「
μ

動
町
公
開
研
究
集
会
が
八
月
三
十
日
、

r

，
‘
役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
u
J

こ
の
日
は
、
関
係
者
約
五
十
人
が
参

/
、
加
。
「
少
年
の
立
ち
直
り
を
考
え
る
」
を

除
以
'
テ
l
マ
に
甲
府
保
護
観
察
所
か
ら
具
体

コF
G

的
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
非
行
と
な
っ
た

寸

3
J
原
因
や
こ
れ
か
ら
の
対
応
、
地
域
住
民

日
U
ノ
の
非
行
に
対
す
る
受
け
止
め
方
に
つ
い

一rd
て
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た

0

3
6
参
加
者
か
ら
は
「
子
供
を
育
て
る
最
終

3
て
ベ
責
任
は
親
に
あ
る
」
「
子
供
の
個
性
を
よ

4
C
M

く
み
て
あ
げ
る
」
な
ど
活
発
な
意
見
が

1
1
1

出
さ
れ
ま
し
た
。

J
4』
最
近
の
少
年
非
行
は
、
中
学
生
を
中

・
圃
，

心
に
低
年
齢
化
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま

胆
根

.Fす
。
親
子
の
対
話
を
深
め
る
こ
と
に
よ

-m闘

っ
て
、
ま
た
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

4
明
週
.
て
非
行
の
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ

aa---・
司

、「
/

企非行防止について活発な意見が出された町研究集会

部麓縄溜礎鞠切屑惣騒議鈴鹿事箱路室経核梅野署領誕略函却現報鰻禰誕竣髭館務撤路事再

きれいなコスモスが咲き誇ってします くコスモス街道>にご協力を

か
い
じ
国
体
の
六
十
一
年
に
造
ら
れ

た
昭
和
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
「
コ
ス
モ
ス

街
道
」
に
今
年
も
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
の

コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
街
道
は
、
今
年
で
結
成
十
七
年

目
を
迎
え
る
河
西
さ
っ
き
会
(
油
川
行

広
会
長
)
と
飯
喰
花
の
会
(
山
本
宣
誉

会
長
)
が
中
心
と
な
り
維
持
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
八
月
三
日
に
は
、
河
西
さ

っ
き
会
の
会
員
三
十
一
人
に
よ
っ
て
早

朝
か
ら
コ
ス
モ
ス
の
手
入
れ
や
草
取
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
油
川
会
長
は
「
草

取
り
は
大
変
だ
が
、
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
く
と
思
う
と
手
を
抜
い
て
は
い
ら

れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
会
は
、
こ
の
街
道
の
隣
を
流

れ
る
常
永
川
に
コ
イ
な
ど
三
万
匹
を
放

流
し
、

「
コ
ス
モ
ス
街
道
」
と
あ
わ
せ
て

環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
街
道
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、

コ
ス
モ
ス
を
折
っ
た
り
、
コ
イ
を
取
っ

た
り
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

早朝より「コスモス街道」の手入れをする
v河西さっき会の皆さん



町
児
童
館

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

町
児
童
館
が
県
社
会
福
祉
協
議
会
発

行
「
や
ま
な
し
の
福
祉
」
の
表
紙
を
飾

り
、
県
内
に
広
く
紹
介
き
れ
ま
し
た
。

表
紙
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
西
条
一
区
の
高
野
夏
子
き
ん
が
「
初

め
て
の
体
験
、
児
童
館
の
先
生
」
と
い

う
題
で
児
童
館
で
の
体
験
を
新
聞
に
投

稿
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。
高

野
さ
ん
は
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
会
員
で
、
他
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
三
ヶ
月
に
渡
り
児
童
館
を
手
伝
い
に

き
て
く
れ
ま
し
た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
な
つ
い
て
く
る
子

供
達
に
輪
投
げ
や
お
手
玉
を
教
え
る
う

ち
に
「
先
生
上
手
ね
、
も
っ
と
教
え
て
」

と
い
つ
の
間
に
か
先
生
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
。
ま
た
、
大
騒
ぎ
し
な
が
ら

ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
な
ど
を
投

稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
の
目
に
と
ま
り

「
第
二
の
家
庭
」
児
童
館
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
表
紙
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た。
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
昭
和
町
を
県
内
に
広

く
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
価
値
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
活
発
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
々
員

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
き

ん
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
児
童
館
(
怨
万

6
4
6
2
)
ま
で
。

ム
裂
の
む
か
レ
殺
を
た
ず
ね
て
{
)

砂

押

越

図

押
越
図
書
館
(
樋
口
久
美
子
館
長
)

は
八
月
二
十
日
、
「
山
梨
の
む
か
し
話
を

た
ず
ね
て
」
を
テ
!
マ
に
史
跡
め
ぐ
り

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
史
跡
め
ぐ
り
は
、
史
跡
を
実
際

に
観
た
り
、
む
か
し
話
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
の
知
識
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
地
区
の
子
供
と
保
護
者
三
十
五

人
が
参
加
。
甲
府
市
の

一
連
寺
や
竜
王

町
の
慈
照
寺
、
信
玄
堤
を
た
ず
ね
ま
し

た
。
一
連
寺
で
は
「
雷
の
手
形
」
を
、

重量
E三ヨ

館

限

慈
照
寺
で
は
寺
の
庭
に
あ
る
竜
王
水
の

由
来

「
お

ん

ら

ん

ぱ

ん

」

な

ど

の

む
か
し
話
を
聞
き
、
ど
の
子
供
達
も
目

を
輝
せ
な
が
ら
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
信
玄
堤
で
は
堤
の
話
を
聞
い

た
後
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
す
い
か
わ
り
、

押
越
青
年
団
と
の
ゲ
!
ム
を
し
て
一
日

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
史
跡

め
ぐ
り
を
し
た
い
」
と
大
変
満
足
そ
う

で
し
た
。

63.10.1⑥ 

m
仰
歳
か
ら
の
眼
は
H

健
康
の
信
号
H

で
す

四
十
歳
を
す
ぎ
て
、
物
が
見
づ
ら
く

な
っ
て
き
た
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
ぜ

ひ

一
度
、
眼
科
に
行
く
こ
と
を
、
お
す

す
め
し
ま
す
。

老
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
頭
か
ら

決
め
つ
け
ず
に
、
き
ち
ん
と
し
た
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

目
だ
け
の
病
気
だ
と
ば
か
り
思
っ
て

い
た
ら
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
成

人
病
の
合
併
症
だ
っ
た
と
い
う
ケ

l
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
自
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人

病
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

で
は
、
成
人
病
と
、
そ
の
影
響
を
受

け
や
す
い
自
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

眼
に
影
響
を
及
ぼ
す
成
人
病

-
糖
尿
病
性
網
膜
症

糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
、
網
膜

の
毛
細
血
管
に
小
さ
な
こ
ぶ
が
で
き
、

血
管
が
い
た
み
、
血
液
中
の
成
分
が
も

れ
て
、
し
み
状
、
ま
だ
ら
状
の
出
血
が

お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
血
液

の
流
れ
な
い
区
域
が
広
が
り
、
網
膜
へ

の
栄
養
補
給
が
絶
え
て
し
ま
う
た
め
、

失
明
し
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

-
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
と
眼

高
血
圧
の
方
は
、
眼
の
血
管
が
動
脈

硬
化
を
お
こ
し
、
切
れ
た
り
、
細
く
な

っ
た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

は
ん

る
と
眼
の
中
に
出
血
や
白
斑
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
出
血
が
多
く
な
り
視
力

が
落
ち
、
霧
の
中
で
物
を
見
て
い
る
よ

う
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

広報 しよろわ

眼
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
し
よ
う

眼
は
、
大
切
な
五
感
の
一
つ
で
、
精

密
な
器
官
で
す
。
成
人
病
の
発
症
や
そ

の
進
行
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
、
大
切

な
眼
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

で
も
あ
る
の
で
す
。

十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
l

」
。
四

十
歳
か
ら
の
眼
は
か
健
康
の
信
号
グ
で

あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
l

l
。



第
A
I
回
県
下
グ
ラ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
普
及
大
会

昭
和
チ

l
ム
固
四
ゆ

第
一
回
県
下
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
普

及
大
会
(
県
教
育
委
員
会
、
県
グ
ラ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
)
が
七
月
三
十

一
日
、
増
穂
町
殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
、
見
事
、
昭
和
町
チ

l
ム
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
第

一
回
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
前
に
愛
好
者

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
開
か
れ
、
県
内
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
二
十
二
チ
ー

ム
、
二
百
十
三
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。ゴ

ル
フ
と
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
こ
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る

ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
意
外

と
難
し
く
、
選
手
ら
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
十
六
コ

l
ス
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し

た
郡
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
昭
和
町
チ
ー

ム
は
、
こ
の
日
も
順
調
に
ス
コ
ア
!
を

伸
ば
し
、
ト
ー
タ
ル

2
7
0
点
(
上
位

六
人
の
合
計
打
数
)
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
石
原
和
義
氏
と
細
田

健
児
氏
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
と
メ
ン
バ

ー
は
次
の
通

り
で
す
。

①
昭
和
2
7
0
点
②
三
珠
A
2
7
1

点
③
三
珠

B
2
7
4
点

V
選
手
名
(
敬
称
略
)
雨
宮
範
雄

中
沢
栄
夫
有
泉
淳
夫
深
沢
重
明

山
下
譲

二

石

原

和

義

山
本
圭
三

武

内

等

小

松

勝

細

田

健

児

ムチT
』

由
同nu 
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-
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下県「
L
l企

皆
き
ん
/
・
自
己
の
体
力
の
限
界
に
挑

戦
し
て
、
町
の
ギ
ネ
ス
記
録
を
塗
り
換

え
て
み
ま
せ
ん
か
?

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
「
ギ

ネ
ス
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
焼
き
そ
ば
・

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
等
の
軽
食
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
ま
す
。

十
月
九
日
目

-
期
日

雨
天
の
場
合

は
十
月
十
日
開

・
会
場

押
原
中
学
校
々
庭

-
受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら

医
大
観
鴎
が
島
侶
思
メ
号

・ィ

ZA--占「
B
I
l
l
i
-
-
i
i
i
i
1
1
l
l
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ii
l
l
l
ll
i
iー

ー

ー

ー

ー

i

i

L
1

1

9

F

(
子
供
の
骨
年
齢
に
つ
い
て

J

山
梨
医
科
大
学
講
師

一

小

児

科

大

山

建

司

一

丁
供
の
身
長
は
、
生
ま
れ
た
時
が
つ
け
さ
せ
る
事
は
、
子
供
の
し
つ
け

私

)
叩
、
四
歳
で
二
倍
の

一
m
と
な
の
中
で
も
最
も
大
切
な
こ
と
の

一
つ

山

手
す
。
そ
の
後
は
年
間
六

m
位

ず

で

す

。

山

押
び
て
、
思
春
期
に
入
る
と

一
O

骨
年
齢
は
背
の
低
く
な
い
子
供
、

叫

一
五
仰
と
急
激
な
身
長
増
加
を
来
む
し
ろ
高
い
子
供
に
と

っ
て
も
大
切

い

eg--¥

一
八
歳
位
で
最
終
身
長
に
達
な
検
査
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山

手
す
。
身
長
発
育
に
最
も
関
係
の

ク
ラ
ス
で
一
番
背
が
高
く
て
も
、
骨

ん

ド
の
は
骨
の
成
長
、
成
熟
で
、
そ
年
齢
が
進
ん
で
い
れ
ば
、
そ
れ
は
早

川

F

ド
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
、
性
ホ
ル
モ
熟
と
い
う
事
で
、
早
期
に
身
長
発
育

山

山

ン
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
な
ど
が
関
与
が
停
止
し
て
最
終
的
に
は
低
身
長
と

川

町

し
て
い
ま
す
。
骨
の
成
熟
に
よ
る
変
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

川

町

化
は
手
の
骨
に
最
も
特
徴
的
に
あ
ら
な
子
供
は
な
る
べ
く
早
く
に
見
つ
け

、

叫ん

わ
れ
る
の
で
、
手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
て
骨
年
齢
の
変
化
、
身
長
増
加
、
第

刊

一
撮
っ
て
、
そ
の
変
化
か
ら
骨
年
齢
(
骨
二
次
性
徴
の
有
無
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る

山

口

の
成
長
成
熟
度
)
を
測
定
し
ま
す
。
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
に
入
る

咋

…
正
常
に
成
長
し
て
い
る
子
供
の
骨
年
頃
か
ら
で
は
骨
年
齢
が
進
み
過
ぎ
て

位

以
齢
は
暦
年
齢
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
い
て
手
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
肥
満
も

山

川

身
長
の
低
い
子
供
の
大
部
分
は
骨
身
長
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
太
り
す

叫

山
年
齢
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
極
端
に
背
ぎ
は
骨
年
齢
の
進
行
を
早
め
て
低
身

山

一
が
低
く
て
骨
年
齢
の
遅
れ
て
い
る
子
長
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
最

川

町
供
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
近
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
精
神
的
ス

山
』

v

m

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
ト
レ
ス
に
よ
る
成
長
障
害
で
す
。
家

~

ぶ

か
し
大
部
分
の
子
供
で
成
長
ホ
ル
モ
庭
内
の
様
々
な
い
ざ
こ
ざ
は
子
供
に

九、

山

ン
は
正
常
で
す
。
乳
児
期
に
ミ
ル
ク
精
神
的
圧
力
を
加
え
、
成
長
ホ
ル
モ

い

わ

門

の
飲
み
が
悪
か
っ
た
り
、
離
乳
食
が
ン
の
分
泌
を
障
害
し
、
身
長
発
育
を

w
s

川

う
ま
く
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
幼
抑
制
し
ま
す
。

切

し

山

児
期
に
偏
食
が
あ

っ
た
り
、
間
食
が
正
し
い
食
事
と
十
分
な
運
動
、

き
山
叩
以

内

多
く
て
主
食
が
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
ら
に
健
全
な
精
神
、
こ
の
ど
れ
が
く

w

J

げ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
骨
年
齢
が
遅
ず
れ
て
も
骨
年
齢
は
異
常
を
示
し
、

内

山

凡一
U

1
E
i

F

れ
て
身
長
発
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。

子
供
の
成
長
は
障
害
さ
れ
ま
す
。

何

日

F
乳

幼

児

期

に

正

し

い

食

習

慣

を

身

に

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

，

⑦

4
4市割、，
y
yえ
草
吻
句
hw

，h
V
A

て
ぬ
ι
百
九Jι
.K
M'Ars-C4h〆
合
パ
セ
-HPJKVAめ
F
J
A、・〆
.，kwHrzp
、，.'J
I
T
M
入
山
口
uh
u目

ν
A
ι
・

-
種
目
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投

ピ
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目
ン 靴

/レ 調リ
伏
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名
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ク
ラ
ス

A 

401201中|幼
才l才|学
台|台|生 |児

H B 

小
学
生

B
・
C
を
除
く
叩
才
台

却
才
台

日
才
以
上

C 

D 

E 

F 

G -
参
加
資
格

年
齢
、
性
別
は
聞
い
ま

せ
ん
が
、
健
康
な
方
で
、
小
学
三
年

生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す

0

・
申
込
方
法

十
月
一
日
か
ら
十
月
八

日
ま
で
に
、
町
教
育
委
員
会
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
記
録
カ
l

ド
を
お

渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、

当
日
も
参
加

申
込
み
で
き
ま
す
。

-
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
(
岱
万

1
3
7
3
7
)
ま
で
。



.... r盆栽が人生に大きな潤いを与えて

くれました4

(58才)井口正ーさん

(河西)

花
た
ち
と
話
合
う
喜
び

昭
和
四
十
三
年
の
初
夏
、
体
を

こ
わ
し
て
甲
府
の
国
立
病
院
に
入

院
し
て
い
た
私
は
、
体
調
が
も
ど

っ
て
き
た
あ
る
朝
、
同
室
の
人
と

病
院
の
外
へ
散
歩
に
出
ま
し
た
。

一
歩
外
へ
出
た
途
端
、
道
路
沿
い

の
花
壇
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
さ
っ

き
の
花
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
足
を

止
め
ま
し
た
。
一
本
の
木
に
様
々

な
花
を
つ
け
る
咲
き
分
け
の
妙
に
、

い
い
し
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
の
と
き
が
、
花
と
私
と
の
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。

退
院
し
て
か
ら
の
私
は
、
文
字

通
り
さ
っ
き
の
と
り
こ
と
な
り
、

良
い
苗
木
を
探
し
に
東
奔
西
走
の

歳
月
が
続
き
、
鉢
の
数
も
増
え
る

に
し
た
が
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
他
の

鉢
も
の
に
も
手
を
染
め
る
よ
う
に

な
り
、
い
ま
で
は
盆
栽
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
て
い
る
毎
日
で
す
。

花
は
私
が

「
き
れ
い
に
咲
い
た

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
嬉
し
そ
う

に
輝
い
て
私
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

私
の
盆
栽
に
は
小
さ
な
実
の
な

る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

に
は
訳
が
あ
る
の
で
す
。
秋
、
実

が
色
づ
く
頃
、
毎
年
名
も
知
ら
ぬ

同
じ
小
鳥
た
ち
が
、
実
を
つ
い
ば

易
口
ゐ
己
窓
口
@
口
底
口
窃

み
に
来
る
の
が
嬉
し
い
し
、
ま
た
、

彼
ら
が
や
っ
て
来
る
と
「
あ
あ
、

こ
と
し
も
秋
が
深
く
な
っ
た
な
あ
」

と
し
み
じ
み
季
節
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

盆
栽
を
通
し
て
多
く
の
人
と
出

会
い
、
ふ
れ
合
い
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
、
私
の
唯
一
の

喜
び
で
あ
り
、
私
の
人
生
に
大
き

な
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
河
西
盆
栽
部
の
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
盆
栽

を
通
し
て
心
豊
か
な
ふ
る
き
と
づ

く
り
に
も

一
役
買
い
た
い
と
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

栄養改善推進員

中川西愛子さん

・材料 (2人分)一一 (築地新居)

・豚肉(肩 ロースのソテー、豚カツ用の切り身) 3枚

@みそダレ

ケチャップ大きじ 2

赤みそ一大さじ 1

酒一大きじ 2

しょう油一大きじ 1

砂糖一小きじ 1

・小麦粉・サラダ油 各適量

かいわれ菜一少々

・作り方一一一

①みそ夕、、レの材料を合わせてみそ夕、レを作り、その中に豚

肉を切り身のまま漬け、 20分ほど漬けます。

②①の肉のみそダレを拭いて、小麦粉をまぶします。

③フライパンにサラダ油を熱し、②の肉を両面とも、こん

がりと焼き色がつくように焼きます。

④③のフライパンから肉を取りだし、①のみそ夕、、レを入れ

て少し煮詰めます。

⑤肉を食べやすい大きさに切り、かいわれ菜を添えて盛り、

④をかけます。

砂
|おあ
ドけら
クばか
ツ あじ
キ とめ
ンはみ
グ 1尭そ
/くダ

だレ
けに
の漬
スけ
ピて

和風ポークソテー

長
崎
そ
の
子

子
の
卒
業
待
つ
こ
ヒ
虫
泉
ず
逝
き
レ
母

え
の
油
乱
に
耐
え
レ
半
生

機
都
の
ぶ
代

見
も
レ
ら
ぬ
人
が
笑
み
つ
つ
え
ま
ね
ヒ

革
-
取
る
我
れ
に
声
か
け
て
過
ぐ

こ
う
ほ
う
短
歌伊

藤

副
よ
り
凶
へ
波
地
位
る
水
に
浮
か
が
泉
て

稲
の
散
る
花
か
ず
限
り
な
レ

会
館
の
庭
に
集
い
て
検
診
の

列
に
え
と
順
番
を
待
つ

機
に
沿
い
て
A

筋
引
け
る
タ
允
の

誌
は
捻
く
流
る
る
ご
ヒ
レ

竹
伐
ヮ
て
蒙
ム
子
の
捧
を
ゑ
ね
い
る

吾
川
れ
に
孫
告
ぐ
野
球
負
け
た
ヒ

鍬
よ
め
て
レ
ば
レ
懇
ひ
必
畑
隅
の

色
付
く
リ
ン
ゴ
指
に
教
え
り

静
ム
ザ
芯
ゐ
泡
え
ち
あ
り
て
湧
虫
ず
る

三
分
司
令
水
池
倍
玄
の
智
怠

み
仏
に
生
か
さ
れ
て
い
る
吾
な
り
ヒ

レ
み
ら
な
る
幸
あ
か
さ
タ
娩

係
M
耽

竜
諮
ご
レ
事
故
死
知
ら
さ
れ
胸
を
つ
く

五
体
感
覚
く
ず
れ
た
る
我

ヰ
元
を
す
ぐ
る
つ

、は
く
ろ
風
を
切
り

至
近
銃
弾
浴
び
た
る

-m
レ

街
に
，
伍
む
子
へ
の
土
走
の
数
々
に

故
郷
匂
ふ
三
つ
掌
少
々

佐
野

今
日
空
き
レ
バ
レ
ッ
ト
庭
に
積
み
重
ね

汗
匂
ふ
え
と
韮
て
坐
り
ぬ

え
る
毛
を
逆
え
て
群
れ
て
黙
々
ヒ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
吾
れ
に
向
ひ
泉伊

藤

バ
イ
パ
ス
に
増
え
レ
ネ
オ
シ
に
ま
閣
の
夜
は

人
も
た
ん
ぼ
も
或
れ
い
る
な
り

河
嗣

グ
ラ
ウ
シ
ド
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
子
ら
飯
盆
を

並
べ
吊
レ
て
昼
納
の
支
度

良
江

63.10.1⑧ 

高
野
き
く
代

ム
下
美
津
子

広報しよろわ

内
藤
ふ
く
次

興
る
さ
だ
代

渡
辺

肴
子

i名
村

久
雄

噸
子

義
感

盈
寅

井
上
ま
さ
江技

松
岡

満
子

春
江

母
子



河東中島

三井 愛ちゃん

S63. 2 .13生

(
父
)
孝
男

(
母
)
玉
美

... ，，，
F
 

h
p
名
前

の

由

来

我

が
家
の
次
女
愛
で
す
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
で
い
つ
も
そ
ば
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
だ
れ
か
ら

も
好
か
れ
愛
さ
れ
る
よ
う
に
と
パ
パ
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

(
父
)
重
幸

(
母
)
よ
し
美

押 越

志村美紀ちゃん

S 62. 7 .31生

砂
名
前
の
由
来

思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
女
の
子
に
と
願

い
名
付
け
ま
し
た
。

三
才
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
元

気
に
保
育
園
に
い

っ
て
い

ま
す
。

んや

生

ち

7

西

7

保
l

q

美
口

出

原

日
石

(
父
)
保

(母
)
富
美
江

砂
名

前

の

由

来

お

父
さ
ん
の
一
宇
を
と
っ
て
、
だ
れ
に
で
も

好
か
れ
る
や
さ
し
い
女
の
子
に
な
る
よ
う
願
い
、
名
付
け
ま

し
た
。

⑨
こ
の
コ
!
ナ
ー
で
は
、
一
織
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
『お
り
ま
す
6

お
申
し
込
b
は
、
役
場
企
廼
調
整
婁
〈
宮
苅
t
1
2
T
1
1内
線
行
〉
ま
で
刀

よ す
必占 iE， 通話曲、，

るい か
た親信
めに

〈
友
だ
ち
づ
く
り
〉

。
友
だ
ち
を
つ
く
る
こ
と
は
、
子

供
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
重
要
な

こ
と
か

昔
の
子
供
は
、
同
学
年
の
仲
間
だ
け

で
な
く
て
、
ガ
キ
大
将
が
い
て
、
異
年

齢
の
多
く
の
友
だ
ち
か
ら
、
仲
良
く
し

た
り
、
争

っ
た
り
、
笑

っ
た
り
、
悲
し

ん
だ
り、

怒
っ
た
り
し
な
が
ら
、
友
だ

ち
づ
き
あ
い
の
ル

l
ル
を
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
家
に
帰
っ
て
か
ら
ほ
と

ん
ど
異
年
齢
集
団

の
友
だ
ち
づ
く
り
を

す
る
チ

ャ
ン
ス
が
な
く
な
っ
て
、
友
だ

ち
づ
く
り
は
学
校
生
活
の
中
に
限
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
校

で
の
友
だ
ち
づ
く
り
は
、

-
教
室
の
座
席
が
近
く
割
合
に
接
触

す
る
時
間
が
多
い

0

・
親
切
だ
と
か
、
や
さ
し
い
と
か
、

内
気
だ
と
か
性
格
が
似
て
い
る

0

・
ス
ポ
ー

ツ
が
勝
れ
て
い

る
と
か
、

友
だ
ち
を
多
く
も
っ
て
い
る
と
か
、

成
績
が
い
い
と
か
尊
敬
や
羨
望
を

も
っ
て
い
る
な
ど
が
中
心
と
な
る

の
で
す
。

子
供
の
友
だ
ち
づ
く
り
は
、
学
校
生

活
と
家
庭
に
帰
っ
て
か
ら
の
生
活
の
中

で
、
行
わ
れ
る
の
が
正
常
な
わ
け
で
す

が
、
そ
の
一
方
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と

は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
つ
き
合

う
子
供
の
選
択
を
親
が
主
に
な

っ
て
行

な

っ
た
り
、
友
だ
ち
の
短
所
だ
け
を
強

調
し
た
り
し
て
、

子
供
の
交
友
範
囲
を

狭
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
積
極
的
に
子
供

の
友
だ
ち
を
呼
ん
だ
り
、
友
だ
ち
の
家

に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
子
供
は

い
ろ
い
ろ
の

友
だ
ち
と
の
つ
き
合
い
の
中
で
、
試
行

錯
誤
を
く
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

幅

の
広

い
友
だ
ち
づ
く
り
が
体
験
で
き
る

の
で
す
。

友
だ
ち
づ
く
り
が
正
常
に
進
ん
で
き

ま
す
と
、

-
子
供
の
生
活
が
明
る
く
な
っ
た
り
、

・
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
が
分
っ
て
き

た
り
、

・
人
間
関
係
が
濃
密
に
な
っ
た
り
、

・
子
供
同
志
の
磨
き
合
い
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
り
、

-
自
分
で
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
子
供
の

友
だ
ち
づ
く
り
の
効
果
が
だ
ん
だ

ん
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

企視がiZでで:咽

して L;t，わFR戸周を狭〈

(押庸ノハ也ι一J 宇伐で)
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国
民
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金
の
保
険
料

国
民
年
金
は
、
次
の
三
種
類
の
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
老
後
の
支
え

.
・
・
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基
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年
金
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に
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と
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⑧
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親
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台
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ま
せ
ん
か
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日
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十
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月
二
日
の

計
四
回
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親

・
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問
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設
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政
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同
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政
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委
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い
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図
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西
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日
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。
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。
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。
し
か
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飼
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方
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と
庭
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道
路
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時
に
は
人
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て
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他

人
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迷
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け
る
動
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。
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事
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う
心
が
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回
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を
し
ま
し
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ま
す
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年
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・
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努
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都
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EE消防職員採用試験案内 議
ただし、修学のため、現に組織市町に住所を有していない者

でも、家族等が昭和63年 8月 1日以前から引き続き組織市町に

住所を有し、かつ、住民基本台帳に記録されている場合は資格

を有します。

(3) その他身体要件もあります。

試験日 昭和63年11月 6日(日) 会

試験要項及び受験申込書

10月12日附以降甲府地区消防本部人事教養課でお受け取りくだきし」

受験申込み受付期間

10月 18 日(刈~10月 22 日出

(午前 9時から午後 4時30分まで。ただし土曜日は正午まで。)

問合せ先

甲府地区消防本部人事教養課人事係

甲府市丸の内二丁目31番 3号電話

広報しよろわ

!)< 
，ぜ， f戸A山崎ノシ戸ノ/門，

消防士若干名

議

員

件

幾

人

要

;一一

定

格

歴

録一一

予

資

学

位
税
引
山

相

η
品
央

務

紙

野

川

甲府市立南西中学校場

下表のとおりです

学歴 年 齢 卒業年次

高等学校 昭た和者43年 4月2日以降に生れ

専修学校 昭た和者41年 4月2日以降に生れ
学業以校上教の育学昭校和法に基昭和づく高等3学校

短期大学 昭た和者41年 4月2日以降に生れ
又者は 6を4年 36月3卒年業見月卒込

みの

大 十'"ι 昭た和者39年 4月2日以降に生れ

22-4841内線25

63.10.1⑬ 

(2) 住所要件

昭和63年 8月 1日以前から、引き続き甲府市、竜王町、敷島

町、玉穂町、昭和町、田富町 (以下「組織市町」と いう。)に住

所を有し、かつ住民基本台帳に記録されている者。
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乳 児 健 康 歪~
ロジ 査

実施日

10月12日

附

受 付時間

午後 1: 00-

該当 児 |場所

昭和62年 9月生まれ
(西条地区)

午後 1: 30-
昭和62年12月生まれ|総合

10月13日

休)

(押原地区)

午後 2: 00-
(常永地区)

|会館
昭和63年 3月生まれ l

昭和63年 6月生まれ

西条地区|西条一区西条二区清水新居西条新田

押原地区 |押越河東中島紙漉阿原

常永地区 |築地新居飯喰河西上河東上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・ 印鑑・筆記用具

※受付時間終了は午後 2時30分ですのでご承知下きい。

3 種混 合予防接種

日時 10月21日 幽午後 1時-2時

場所 総合会館

該当児 ⑨ I期…昭和61年 3月 1日~昭和61年 8月31日まで

の出生児。

⑨II期… I期 3回を完了して 1年か ら1年 6か月以

内の者。

⑨昭和60年 9月 1日~昭和61年 2月28日ま での出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはかつ

てください。

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、 肝臓疾患にかかっている者。

5 歳児健康診査

ド| 実施日 10月18日(刈

|品

受付時間午後 l時-2時

場 所総合会館

該当児昭和58年 5月 1日~昭和58年 8月31日ま での出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳 ・5歳児健康診査質問票

※健診当日、尿検査がありますのでご承知おきくだきい。

第 2次結核レントゲン横診

町では 7 月 4 日 ・ 8 日 ~15 日に受診できなかった方を対象に

下記日程によ り検診を実施しますので未受診者は必ず受診し

て下さい。

実施日

10月24日

開)

10月25日

(火)

〈注意事項〉

A 
-;r;， 

清水新居公会堂

西条新田公会堂

西条一区公会堂

場

西条二区第 1公会堂

紙漉阿原公会堂

押越公会堂

総合会館

築地新居公会堂

飯喰集落センター

河西公会堂

上河東二区集会所

上河東公会堂

河東中島公会堂

総合会館

時 間

午前 9: 00-9 : 30 
午前 9: 45-10 : 15 
午前10: 30-11 : 00 
午前11: 15 -12 : 00 
午後 1: 00-1 : 30 
午後 1: 45-2 : 15 
午後 2: 30-3 : 30 

午前 9: 00-9 : 30 
午前 9: 45-10 : 15 
午前10: 30-11 : 00 
午前11: 15 -11 : 45 
午後 1: 00-1 : 30 
午後 1: 45-2 : 15 
午後 2: 30-3 : 30 

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内 卜今

の者。

1.学校、勤務先または病院などで受診された方 ・受診され

る方は町の検診を受ける必要はありません。この他、何ら

かの理由で受診できない方は配布いた します受診票に必要

事項を書きこみ、役場厚生福祉課へ提出してください。

2. どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必

ず持参してください。4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こ した者。

自子手帳受付及び一般健康相談B
日 時 10月 4日(火).8日仕)・ 22日仕)

午前 9時-11時30分
場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答え していま

すのでお気軽にお出かけください。

不用犬猫収集日

日時 10月28日働

午前10時20分 -10時25分
場所 総合会館

※収集車がくるまでは飼王もいっしょにいてくだ、きい。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて ヒモで

しっかり封をしてください。

⑪ 63.10.1 広報しよろわ

い| ※問い合わせ 昭和町役場厚生福祉

電話 75-2111内線54

手し 児 京.:IE文E 野ラ 外

実施日 10月26B (7J<) 
受付時間午後 1時-1時30分
場 所総合会館

科 模 きロヨタテ

該当児昭和63年 6月 1日-7月31日までの出生児。

持ち物母子手帳

子 宮がん俊診

11 期間 10月-12月
自 検診場所指定医療機関

斗 検診料無料

同 ※愛育班員を通じて、申込みを受けますが、直接希望される

針 方は役場厚生福祉課 (ft7S-2111内線9)へ申込み受診票

白 を受けとって下きい。



砂舎月の故事 ・ことわざ‘
てんた力も うまこ

天高く馬肥ゆ
空は澄みわだり、その上穀物の収穫期で、えさ

は多く食欲は増し、馬も肥えてだくましくなる秋

の季節の形容。

周@~よ.~
OCTOBER=神無月(かんなづき)

第41回山梨県体育祭(小瀬スポーツ
公園-2日)
町ギネス大会参加者受付開始(，，-， 8日)

5歳児健康診査(総合会館)
甲府地区消防職員採用試験受付開始

( -----22日、 IOP参照)
一日合同行政相談所(IOP参照)

心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
行政相談(中央公民館 午後 1時-)
親子体操教室(IOP参照)

入浴サービス(総合会館午後 1時-)
3種混合予防接種(総合会館)
第四田町民ゴルフ大会(昇仙峡c.C)

母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館)

第 9団地区対抗ソフトボール選手権
大会(釜無グランド・西条小)

第 2次結核レントゲン検診

第 2次結核レントゲン検診

心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
乳児整形外科検診(総合会館)
親子体操教室(IOP参照)

不用犬猫収集日 (総合会館)

第 l回ふるさとふれあい祭り (2・3P
参照)

世界食糧デー
行政相談週間 (-22 
日)16 
貯蓄の日
薬と健康の週間

(-23日)
17 
18主計の日

母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館) 19 

20土用
心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
行政相談(中央公民館午後 1時 -)

21 

22 

週防
日
予

夜
念
害

三
記
危
り

十
話
ス
引

.
電
ガ
q
t

降
信
圧
ト

霜
電
高
間

23 
母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館)

共同募金運動
(-12月31日)
労働衛生週間
法の臼

2 

3 
4国際協力週間 (-10 

日)
里親デー

全国道路標識週間
(-11日)5

 国際協力の日
国際文通週間 (-12 
日)6 

ア
8寒露

(金融機関定休日)

口
μ

ハH
v

q
J
 

日
間

の
週

連
縮

国
軍

凋

4
nノ』

第 2田町民スポーツ広場ギネスに挑
戦(7p参照)
第 7回福祉運動会(押小午前 9時)

25 
26原子力の日

心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
乳児健康診査(総合会館)
親子体操教室(IOP参照)

27読書週間

口
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「
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U
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n
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nノ』
乳児健康診査(総合会館)

29 
入浴サービス(総合会館午後 l時-)

30 

31 

⑤ 

赤口

万国郵便連合記念日

9 

週
日
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日
「
ア
の

の
護
ら

育
愛
か

体
の
歳

圃
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全国防犯運動(-20
日)
炉聞き11 

12 

13 
14鉄道記念日

15新聞週間

(金融機関定休 日)

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたし

ませんので次回の収集日をご利用ください。

※ゴミは必ず、町指定の無公害ポリ袋または

荷札を使ってお出しください。それ以外の

もので出しであるゴミは収集いたしません。

また、最近、可燃物と不燃物がいっしょに

はいっているものなどルールを守らずに出

されるゴミが多く 収集にも手間どっていま

す。清潔で住み良い生活環境を保つために

もルールを守り、美しい町づくりにご協力

ください。

広報しよろわ 63.10.1⑫ 

日
H曜

月

〈hw
日

毎

第

お

[~白鳳⑫ df 雲取箆~]

12日

26日

5日

19日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日

4日・ 7日・ 11日

14日・18日・ 21日

25日・28日

3日・ 6日・ 13日

17日・ 20日・ 24日

27日・ 31日


